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本
澈
前
號
所
載
の
本
報
钽
宋| 1

に
約
朿
し
た
樣
に.『

三
田』

社
會
調
查
の
結
果
に
就
い
，て
の
報
吿
は
、
漸
く
某
の

.職
業
編
に
入
る
を
得
た
。
本
地 

域
の
1職
榮
構
成
の
：調
査
に
當
っ
て
：念
頭
に
置
い
た
主
眼
は
、
如
何
な
る
職
業
が
此
の
七
.地
に
存
在
す
る
か
と
云
ふ
點
で
あ
っ
た
ヮ
前
の
输
四
報
吿 

に

も一

言
し
た
機
に
此
の
土
地
に
營
ま
れ
る
職
業
活
動
を
調
登
す
る
事
を

.主
眼
と
1
'た
。
然
し
調
査
原
表
の
記
入
上
で
は
、
，必
：ず
し
.も
余
部
が
此 

の
土
，地
に
營
槳
經
營
所
を
持
っ
て
.ゐ
る
と
云
ふ
琪
を
判
明
せ■し
む
る
も
の'
で
無
か
っ
た
。
；

C
1
.
)

職
業
の
性
質
上
、
，明
.か
に
此
の
土
地
に
そ
の
經
營 

が

營

ま

れ
. ^

ゐ
な
い
も
S
S
0
の
.性
質
上
か
ら
ば
判
斷
出
來
な
い
が
、
，寶
地
踏
査
に
ょ
っ
て
其
の

.居
任
地
點(

又
は
そ
；の
附
近
 >

に
營
粢
所
を 

有
せ
ざ
る
事
が
！
：明

し

た

も

の

(

三)

調
査
表
に
於
け
る
記
入
諸
項
目
に
ょ
っ
て
此
の
土
地
に

^

J

mせ
ざ
る
事
が
雅
測.せ
ら
る
、
も
の
等
が
あ
っ 

た
。
之
れ
等
は
一

R

來
除
外
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
其
の

.數
極
め
て
少
數
で
あ
る
を
以o

て
不
問
に
附
し
た
、
從
っ
て
、
幾
分
の 

相
違
は
免
れ
難
い
が.
•
し
か
も
實
際
情
況
を
變
化
せ
し
む
る
.態
の
も
'の
で
は
な
い
。
 

：

；
;'
■

*■
'
.
}
八 

次
に
、.
以
上
6

點
を
主
眼
と
す.る
に
あ
た
っ
て
先
づ
第
四
次
報
齿
の
後
を
ぅ
け
'て
-
營
業
令
勤
人
別
に
職
業
麗
を
腺
理
す
る
事
と
し
た
。
營

'
職
業
構
成
.に
現
は
れ
た
地
域
独 

セ

五

.
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三
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ハ

べ

セ

コ

ー
0

 

I

は
純
猝
產
f

と
同
居
人
I

下
宿
八
たる

..

と
_

問
、
一
f

"あ
る
の
ft
前
間
の
.

報
：； jG

中
に
身
た
9
智
業
责
帶
中
、
馨
上
最
も
闲
難
を
感
じ
た
の
は
、
所
謂
零
人
世
帶(

準
佌
帶〕

の
證
で
-
元
來
此
の 

.

.仳帶は：、：獨

し

：て居住せず、，雇人

f

班
芡
す
し
.て
居
往
X
V
ゐ
1

帶
を
分
類
し
た
も
の
で
t

、
'從

つ

て

事

務

所

、

仕

_

、 

H
.

場
、
倉
8

々
：之
れ
に
？

る
o 

f

て
職
I

に
煢
是
S

究
I

羅

營

の

踅
I

る
が
、
紊
 

、
と

番

な

、
不

都

合

.•を
字
る
事
が
判
：つ
た
o.何
故
か
為
.ふ
為
f

.

た
か
ら
道
る
-0
故
_

f

l

帶
に
於
い
て
I

者

、
.
1
其
I

業
所
に
.於
い
て
分
類
さ
れ
る
主一

零
々
I

結
果
を
孛
る
。
此
の 

if
,
を
懼
れ
$

所
謂
、
士
場
*:

仕
事
場
等
の
零
人
藤
c
f
帶
，

)

を

中

心

と

：
し

-て
.の
職
業
分
類
は
之
れ
I

い
.た
。.
.

H

場
等
.に
就
.い
て
は
、
工
場 

丈
け
I

密
：|

い
'て
結
f

還
す
る
の
.外
f

い
。
故
に
•こ

名

翁
 

之
れ
は
各
世
帶
ホ
、
I

世
帶
に
つ
い

て
の
み
取
扱
つ
，て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
靡
を
豫
め
諒
せ
ら

.
れ
た
い
。'
從
つ
て
、あ
；る
；地
區
の
霞
上
の
情
況
は
、
•
之
れ
に
な
ほ
.若
干
の
產
萊
的
活
動
が 

&
：

力
せ
ら
れ
る
場4

1

も

Q

羞

知

せ

ら

れ

た

い

、
例
へ
ば
第
十
六
區
の
如
I

、「

日

木

議』

、
此
の
職
_

成
中
に
は
何
等
現
は
れ
來 

な
、

然
し
第
質
を
決

定

す
る

上

に

は
「
n
l

本
電
氣』

は
重
要
な
役
割
を
溃じ
て

ゐ

る
し
、
本
調

査

地

域

の

工

業

活

動

の

構

成

中

で

气

 

な

ほ
i

i

な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。_

の
激
は
、
い
づ
れ
他
の
響
に
於
い
て
補
足
せ
ら
る
ベ
f

の
で
あ
る
が
、
以
上

H

 

一
 

_
 

了
欺
せ
ら
れ
た
い
。
 

1

2

V

職
業
構
成
の
大
分
類 

‘

本
課
芝
於
け
る
職
業
分
顧
は
先
づ
營
業
者
を
中
心
.と
し
て
■見
る
一
と
、
農
、
エ
、
商
、
交

通

、

公
務
自
由
業
及
び
其
他

と

な

つ

て

現 

は

れ

る
*

^

?

^

:土

々

牲
$

)

農
業
は
頗
る
少
く
”

全
然
問
題
に
な
ら
ぬ
$

公
務
自
由
業
は
、
主
眼
が「

營
業
ぎ
で
あ
る
を
以
つ 

て
公
務
關
係Q

•もQ

は

勤

人

差
I

以
つ
て
殆
ど
象
除
外
さ
れ
る
，
。

.從

っ

で

其

の

擊

も
I

矣

で

は

な

い

。

f

一
業も

多
く

な
い
、
.從
.つ
.て
.殘
名
所
は
工
業
及
び
.商
業
の
.雨
種
目
で
あ
る
。
，先
づ
總
數
を
示
せ
ば
三
〇
七
六
戶
で
あ
る
。
此

0
數
字
が
前
囘
報
齿
の 

營
業
者
總
數
と
一
致
し
な
い
め
.は
、

一li
t

帶
に
業
の
も
の
が

若
干
存
在
す
る
爲
め
で
あ
る
ハ
前
囘
の
營
業
者
總
數
は
三
〇
三
九
人
で 

あ
.る)

此
の
內
、
エ
業
に
屬
す
る
も
‘の
一
一
三
八
戸
、
商
業
に
屬
す
る
も
の
.一

五1

五
戸
で
あ
る
、
各AA

總
數
に
對
す
る
比
率
は
、
三
七 

-
と
1
:九
％
で
>
雨
者
を
合
す
れ
'ば
、
總
數
の
八
六

强̂
と
な
る
。
有
業
世
帶
總
數(

勤
人
世
帶
を
含
む)

は
七
〇
六一

世
帶
で
あ
る
か 

ら
、
？

商
業
の
營
業
_世
帶
ば
一
七
•五》

、
一
一
一
•四

^
に
當
る
ヮ
ヶ
で
あ
る
。
兩
者
を
合
す
れ
ば
三
七
•五

.̂
と
な
る
。
故
に
有
業
世
帶 

總
數
中
三
割
七
分
五
厘
が
、
商
業
又
はH

業
の
營
業
世
帶
と
な
る
。
職
業
別
の
數
字
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

農

.

：

業 

.
一
五 

、

•五
ズ 

H

 

業 

一
一
三
八 

三
七

 ̂

商 

業 

一
五
一
五 

四
九
^

■

交
，

通

業
 

,

五
七 

ニ
^
 

S'
:
凼

業
 

' 

.

―'ニ

四 

.
ー
〇
ズ 

其

皿

有

業 

二
三 

一
％ 

不 

明 

.

一
四
 

.
•
五

 ̂

合 

訐 

三
0
七
六 

-
0
0
^

次
.に
、
此
の
職
業
分
類
を
直
ち
に
各
地
區
に
分
類
し
て
見
る
と
左
の
如
く
な
る
。

職
業
構
成
に
规
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地
域
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商

業

X

業

如遨( 4 1 ) 49區C33)  

6 % ( 4 1 ) 32區(31) 

6d底(40) 58區(31)

: I 35 區(S)

13區(9 ) ' 26區(8) 

阶廐 (の 3區(7)

次
に
エ
•商
•自S

業
に
於
け
る
最
高
及
び
最
低
位
の
各
地
區
を
示
す
と 

最
高
位
他
區
名

取

地
區

42區(4 ) 57區(4) 名

自曲業世帶數.ノ地區別階級表

佌帶數 地區數 地 區 祗 號

15 1 60. ’

14
. . -

13

12 j 2 37.53. ； s

11 3 39.40.41.

10 • 2 32.55. ，

■ 9 2 34.58.

. 8 2 • 42.52,

7 5 20.22.28.29.59J

6 . 5 1.24.28.38.54.

5 6 2.7.21.36.51.61.

4 4.8.11.12.17.18.25.48.56.67.
63.

3 9 14-15.19.26.27.33.43.47.62.

2 10 3.5.6.16.31.35.44.45.46.49.

1 2 13.50.

0 3 9.10.30.

ェ 業 世 帶 數 ノ 地 區 別 階 級 表

世 帶 數 1 地戚 数 地 M 锥 號

30以上 4 32.44.49.58,

25 " 'J 10.23.38.41.62.55.56.59.61.

20 " 16 6.11.13.15.17.18.19.33.34.39.43 45.47.4850. 
63.

15 〃 10 5.7.8.14.20.21.25,46.54.60.

10 ! / ' 17 1.4.9.12.i6.22.24.27.28.2^.3J.31.37.40.42.51.
62* ニ ニ 、

• 5 " 6 2.3.26,36.36.53.

57. : • 一.

商 業 世 帶 數 ノ 地 區 別 階 級 表

世 帶 數 地區數 地 區 骄 、號

40以上 

35 〃

3 20.55.56.

5 11.19.24.58,61.

30 " 1 10 5.6.7.10.15.23.32.44.52.63.

25 " I 1 4
2.3fS.14.25.26.27.29.35f38.4a47.59.60.

20 // 10 19.21.31.3334.39.46.49.50.02..

15 //
- 11.4.17.22.28.36.37.40.41.4S.51.53.

10 ” 6 12.16.18.30.45.54.

5 〃 2 \
13.57.

5以下 1 142.

.

.
:
職
業
榴
成
：に
瑰
は
.れ
‘た
地
域
性
ハ
^̂ ̂

:
:
: 

.

.

八
〇

c
i
l
!
六) 

:右
に
示
す
細
目

'
0
'
數
字
を
各
地
區
'に
就
い
て
一
々
檢
討
す
る
は
頗
る
炼
雜
で
あ
る
か
ら
其
の
太
略
を
取
上
げ
て
檢
亂
し
ょ
.ぅ
。
先
づ 

虫
な
數
字
を
示
し
た
工
業
、
' 商
業
、
自
由
業
に
つ
い
て
各
區
の
分
布
情
況
を
見
る
と
左
0
通
り
に
な
る
0



‘ f j
29區 (22)

41區(29) 35區 (21)

13區(於） 26區(20) ^  ,

42區(TO 3歐 切 蜃

商 ェ

業 業

ノ3區 ( 7 5 ) 13區 (伽 ） 最

高
3 5 ^ (7 2 ) 45 區 (57) g  

2區 (65) 49區 (54) 嚣

24區C65)  18^(63) 蜃

商業世帶•營業世帶比率ノ地诞別階級表

商業世賴 
比 率 ※ 池 區 _ 地 區 赉 號

75以上 1 3.

70 " 1 35.

65 // 2 2.24.

60 " 4 6.9,26.27.

65 ” 9 7.8,14.20.25.29.31.36.62.

5 0 " 13 4.6.10.11J5.19.46.47.51.55.
66.61.63.

45 ” 12 1.16.21.22.23.28.33.43.44. 
58.59.60.

40 " 8 12 ユ 7.30.32_34.50.52.63.

35 〃 7 18.37.38.39.40.48.57.

30 〃 3 4 6 . 4 9 . 5 4 . -

25 〃 2 13.41.

20 "

15 ”

10 f f 1
色 …:一 .

(

七
三
九)

職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性

各

地

區

の

商

工

業

別
！！

成

の

比

率

は果
し
て
ど
ぅ
な
っ
て
ゐ
る
か
、
各
比
率
の
最
高
、
最
低
兩
位
を
撰
出
し
て
對
照
す
る
と
次
の
如 

く
な
る
o

工業世帶•營業世帶比率ノ地區別階級表

工 業 世 帶  

比 率 多
池區數 地 區 赉 號 '

65以上 1 13.

60 〃

55 〃 1 45.

50 // 2 18.49,

45 " 8 17.33.41.42.44.48.50.54.

40 // 14 6.10.12.16.21.23.30.32.34.38.43. 
46.47.59.

35 " 9 '

J
4.9^28.39.52.56.58.61.63.

30 u 15 1.5.7.8.11.14.15.19.22.25.31.40.
51,55.62.

25 ” 4 36.37.57.60.

20 〃 8 2.20.24.26.27.29S5.63.

15 〃 1 3.

自:

由

業

OOMC15>.

有 崎  

助 歐 12)

m

Cl)

30]

13區丨 

30卿 )  

10 區 (0 )  

9 區 (0)

(

括
弧
內
は
各
世
帶
數
を
示
す) 

更
に
營
業
世
帶
總
數
に
對
す
る
工
業
商
業
各
世
帶
の
比
率
を
示
す
と
左
表
を
得
る
。



商業比率 エ槩比率 合計

m 三 區 7 5 ^ 19^ 94^

第三十五掼 72涔 2 1 ^ 9 3 ^

第 ニ 區 ■ ^0% 2 3 ^ 8 8 ^

第二十四區 65% 2 4 ^ S9^

* 第 十 八 區 53% 8 8 ^

第四卜九區 34多 88 ^

* 第四十五區 31涔 :S7%

第 十 三 處 切 ％ 66 ^ 93%

(

商
榮
的〕一

Y 

A

—

£

榮
的)

職
業
構
成
：に
現
ば

4

た
地
域
性
' 
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四
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右
表
に
示
す
所
に
ょ
っ
て
、
.商
業
對H

業
の
比
率
が
ど
ぅ
云
ふ
關
係
に
な
つ
て
ゐ
る
か
、
例

.へ
ば
第
十
三
區
の
如
き
は
、
明
か
にH

 

業
地
區
で
あ
る
事
を
示
し
、

H
_六
六

商̂
業
ニ
七

と̂
な
っ
て
お
り
、
反
對
に
、
第
三
，區
は
商
業
地
區
で
商
業
七
五

工̂
業
一
九

 ̂

と
な
っ
て
ゐ
る
。
第
三
十
五
區
も
tt
Q
意
味
で
商
業
地
的
で
あ
る
。
以
下
是
等
の
數
區
に
就
い
て
對
照
を
求
め
る
と
上
表
を
得
る
。

.. 

. 

.

.

.

.

.
:

ノ

.

. 

* 

-
即
ち
楚
等
の
諸
地
區
は
營
業
世
帶
總
數
中
、
商
エ
業
妣
帶
は
九
〇
％

前
後
を
占
め
、
そ
の
內
、
商
業
叉
ば
エ
紫
の
勢
カ
が
、
い
づ
れ
か
の
方 

面
に
於
い
て
優
勢
で
あ
る
か
ら
し
て
、
其
の
限
り
に
於
い
て
は
、
商
業 

的
X
業
的
と
見
做
すS

#

る
。
反
之
、
次
の
諸
區
は
、
商H

業
の
合
計 

:勢
力
が
左
ま
で
大
で
な
い
、
共
の
爲
め
、
自
由
業
•
交
通
業
そ
の
他
の 

.勢
カ
が
比
^
的̂
に
大
と
思
は
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
表
に
し
て
示
せ
ば
次
頁 

..
所
載
の
通
り
。

是
等
の
諸
地
區
は
、
自
由
業
そ
の
他
に
四
〇
％
乃
至
三
〇

5
前
後
の 

勢
力
を
持
づ
て

ゐ

る

も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
商
工
業
比
率
も
共
に
低
調 

へ
で
あ
：■る
事
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
唯
此
の
檢
出
は
、
營
業
世
帶
總
數
に
っ 

い
て

あ̂
る
か
ら
、
他
に
有
業
世
蒂
の
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此の兩區に就^、ては後段の記述を見

換
言
す
れ
ば
前
囘
報
吿
に
示
し
た
様
に
、
大
部
分
に
就
い
て
は
、
營
業

工業比率 商業比率 合計

第四十ニ區： 46% 14涔 6 0 ^

第五十七诞 28% 64%

第五十三區 24% 40% U %

第彐十七區 27% 66%

第 四 十 區 38%* 6 8 ^

~
rh
%
.
ぶ
く 

^

1
世
帶
が
有
力
で
は
あ
る
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ナ
、
勤
人
世
帶
が
半
数
以
上
に
及
ん
で
ゐ
る
も
の
が 

合

6

64
64
66
68
あ
る
。
例
へ
ば
第
一
、
第
十
二
、
第
十
八
、
第
十
九
、
第
二
十
二
、
第
二
十
五
、
第
三
十
七
、

作

妙

^
吵

8%
*

.第
四
十
一
、
第
四
十一r

第
四
十
五
、
第
五
十
、
第
五
十
一
、
第

35
:
十
三
、
第
五
十
七
、
第
六

商

. 

十
、
第
六
十
ニ
、
第
六
十
彐
の
諸
區
は
い
づ
れ
も
そ
れ
で
、
從
つ
て
、
營
業
世
帶
中
、
如
何
に
、

率

•
把
_

 

-

 

- 

%

商
又
は
工
業
世
帶
の
勢
力
が
絕
大
で
あ
つ
て
も
、全
體
に
つ
い
て
、勤
人
世
帶
が
五
〇
％
以
上
あ 

、エ 

つ
た
の
で
は
、
地
區
全
體
と
し
て
の
是
等
商
工
業
の
勢
力
は
大
と
云
べ
な
く
な
る
。
今
是
等
の

:
區

，诞

M

 

.

菡

區

：

地
區
を
商

•エ
業
世
帶
の
前
記
の
比
率
表
か
ら
求
め
る
と
、
い
づ
れ
も
此
較
的
に
低
位
に
往
り
、

一
一
七 

一
一
.一

tl
卜

W
汁
对
計
四
高
々
、中位を占むるに過ぎない

o
唯
-
第
四
十
五
區
第
十
八
區
が
前
揭
の
表
に
は
エ
業
地

.第
第

第

第

第

的

と

し

て

示

さ

れ

て

ゐ

る

。
是
等
の
地
區
は
工
業
の
占
む
る
比
率
は
、
五
七

、̂
五
三
^
で
あ
り

.

.

.

.
-
i
 

- 

- 

:
: 
■-

商
工
業
世
帶
は
共
に
營
業
世
帶
の
八
八
^

に
當
つ
て
は
ゐ
る
。
し
か
し
是
等
兩
區
は
、
營
業
世 

.帶
比
率(

混
成
世
帶
を
含
め
て)

は
三
六
.塵

、
四
八
分
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
.兩
區
の
工
業
世
帯
の
勢
力
は
有
業
世
帶
總
數
に
對
し
て
は 

僅
か
と
な
り
、
第
四
十
瓦
區
で
は
ニ
五
ズ
第
十
へ
區
で
は
三
ー
ズ
に
促
下
す
る
。
反
之
、
第
二
區
の
如
き
は
、
商
業
世
帶
が
業
世
帶 

中

六

め

"

觅
に
有
業
者
.侧
帶
中
で
も
六
〇
涔
を
占
め
て
ぉ
り
、

..絕
對
に
商
業
地
區
的
で
t

事
を
示
し
て
ゐ
る.

o

故
に
、
各 

地
區
が
-

各

，
本

格

的

空

業

的

か

或

ひ

は

襄

的

で
I

か
を
產
す
る
爲
め
に
は
、
裏
世
帶
總
數
に
對
す
る
_

を
求
め
ね
ば 

な
ら
ぬ
。
次
の
表
は
之
れ
を
示
す
。

..:
織
業
構
成
忙
現
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れ
た
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域
性
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商 •工業祖帶合訐ガ有業世帶總數 

ニ mシ未滿ノ諸地區ノ比率表

商工業1IU皆 
合計比傘※ ー區數 地 區 锥 號

6 0 未滿 
45以 上

4 30.39.48.63.

40 ，t 8 1.12.25.2D.41.54.60.62

35 〃 2 40.45.

30 if 3 19,22.37.

25 if

20 〃 3 ；42.51.53.

15 〃 1 57.

三
、
四
四
、
四
六
、
四
七
一
五
ニ
、
五
五
、
五
六
、
五
八
、
六
一
、
計
三
十
六
區 

H

•商
業
世
帶
合
訐
が
五
〇
ズ
に
達
せ
ざ
る
地
區

1

、一

ニ
、一

九
、一

ニ
ー
、1

—*
五
、1

一
九
、
三
〇
、
三
七
、
三
九
、
四
〇
、
四 
一
、
0
一
一
、
四
五
、 

四
八
、
五
一
、
五
三
、
.五
四
、
五
七
.
六
〇
> 
六一1 、.

六
三
、
計11

十
一
區 

此
の
最
後
の
項
目
に
つ
い
て
表
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

難

賴

號

.
30
.
6

之
れ
に
ょ
つ
て
、
各
地
區
の
職
業
_
成
に
於
け
る
种
質
を
大
略
な
が
ら 

微 

5

4.
6

¥

ハ

锻

41
.

5

知る事が出來る。總
じ
て
工
業
世
滞
の
比
い
事
は
明
示
さ
れ
て 

業

區

區

§

肌

 

'
 

•

笮

地

，
9.
4

25
.

5.
2.
3

7

.5
3

ゐ
る
が
、之
れ
は
旣
に
述
べ
た
機
に
大
工
場
等
を
除
外
し
.て
ゐ
る
故
に(

零 

'
ガ

諸

地

.3
2.
.4
5

,2
2

.5
1
.

 ̂

 ̂

 ̂

M 

^

_

_

_

_

_|
_|57

人
世
帶
又
は
純
粹
に
工
場
と
し
て
の
調
茶
に
係
る
も
の
：

T

之
れ
丈
け
を
以

f

 

|

 

^

4

8

 

2

3

>

1

つ
て
各
地
區
の
工
業
的
勢
力
の
全
部
と
は
一2\
へ
な
い
。

ヰ

パ

I
 

»
 

.

■

,

防
ほ
詳
細
に
論
及
す
べ
き
も
の
あ
ら
ぅ
が
、
之
れ
は
他
の
機
會
に
譲
つ

•

亂 

こ多
 

J
 

商 

ニ
 

ェ
計
50
45
40
35
30
25
20
1-
5

て
次
に
移
る

今
、
各
地
區
の
有
業
漭
世
帶
をH

?

商
業
•
其
他
有
業
者
世
帶(

商
エ
業
以
外
の
職
業
及
び
勤
人
世
帶
を
含
む)

の
三
者
に
分
析
し
て 

職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
‘域
性 

\

九

(

七
四
五)

工業世帶C有業世帶比率ノ地區別fe*級表

工業世帶 
比 率 ％地區數 地 區 ； 锥 號 ：

舫以上 2 13.49.：

40 // 1 17.

35 ” 4 6.10.16.32.:

30 it 6 18.23.34.44.46.47.

25 // 19 5.9.11.21.24 2B.31.S3.3B.41. 
43.45.48.50.52.54.56.58.69-

20 •• 11 2.4.7.S. 12.15 30.39.65.61.63

15 〃 10 1.14.20 25.35.36.40.42. 60. 
62.

10 〃 8 3.19.22.26.27.29.37.51.

5 • • 丨 2 53.57.

商業世帶S有業世帶比率ノ地區別階級;

商業1丨上错 
比 率 ％ 地區數 地 區 锥 號

邸以上 1 24.

60 // 1 2.

55 ” 2 5.35.

50 〃 1 3.

45 ft 4 6.7.9.11.

40 ” 6 8 ユ0.16.20.31.46.

35 tf 9 14.23.26.27.28.36.47.55.56.

30 " ；12 4.15.17.21.29.32.34.43.44.
52.58.61.

25 it 9 1.2533,38.49.59.60.62.63.

20 〃 10 12.lSjy.22.30.37.39.40.48.
50.

15 tt 4 13.41.53.54.

10 〃 3 45.61.57.

5 ” 1 42.

韈
桊
構
成
に
現
は
れ

.
た

地

域

性

八

八

(

七

尚

四

)

此
の
表
.
に
ょ
：つ
て吾
々
は
、
各
地
區
の
職
業
別
構
成
の
勢
力
を
明
か
に
す
る
事
が
出
來
るo

そ
れ
に
ょ
つ
て
商
業
及
び
エ
業
に
就
い 

'て
各
.
/
/
.三
0

^

以
上
の
勢
カ
を
持
す
る
地
區
を
揭
げ
て
昆
る
と

.H

業
视
帶
三
〇
％
以

上

の

地

區

六

、

一
〇
*

.
一
三
、

ニ
ハ
、

一
七
、

一
八
、
二
三
、
三
ニ
、
三
四
、
四
四
、
四
六
、
四
七
、四
九
、

it

十
三
區

產

W

帶
三
〇

％
以

上

の

地

區

二

、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、

一Q
、

一
一
へ
一
四
、

一
五
、

ニ
ハ
、

一
七
、
ニ
〇
、

*

.
ニ
ー
、
ニ
三
、
ニ
四
、
ニ
六
、
ニ
七
、
二
八
、
ニ
九
、
三

,

三
ニ
、
三
四
、
一
ニ
五
、
三
六
、
四



九

〇

(

七
四
六) 

比
率

^，
求
め
、
之
れ
を
圖
解
し
て
示
す
と
上
の
樣
に
な 

る
。
此
の
內
、
著
し
く
顯
は
れ
て
ゐ
る
の
は
第
五
十
七 

五
十
一
、
四
十1r

五
十
三
及
び
第
！
壬

1 、

十
九
、 

三
十
七
の
諸
區
で
第
五
十
七
區
を
筆
頭
に
是
等
の
地
區 

は
商
工
業
世
帶
が
極
め
て
僅
か

で
あ
り
反
對
に
自
ぬ 

業
、
勤
人
世
帶
が
多
く
な
つ
て
ゐ
る
。
反
之
商
業
世
滞 

の
最
も
判
然
た
る
地
區
は
第
二
十
四
區
で
あ
り
•
之
れ 

に
次
い
で
第
二
、
五
、
三
十
五
、
三
の
諸
地
區
が
あ
る
、 

唯
、
そ
の
性
質
は
非
商
X
業
地
區
の
場
合
程
純
粹
で
な 

い
事
は
圖
に
よ
つ
て
も
明
示
さ
れ
る
。
更
に
此
の
純
粹 

性
が
現
は
れ
な
い
の
は
エ
業
佌
帶
の
場
合
で
あ
る
。H 

業
世
帶
の
比
率
優
秀
な
も
の
は
、
第
十
三
、
四
十
九
の 

兩
區
で
あ
り
次
い
で
は
第
十
七
、
六
の
雨
區
が
示
さ
れ 

て
ゐ
る
。
し
か
し
是
等
の
內
前
雨
者
は
い
づ
れ
も
工
業 

勢
カ
が
比
較
的
に
優
霈
な
る
に
止
ま
り
、
後
兩
者
中
第

六
區
の
如
き
は
、
商
業
勢
力
の
方
が
比
率
的
に
優
秀
で
ぁ
る
。
從
っ
て
工
業
的
に
は
、
純
粹
性
を
示
し
た
地
區
が
無
い
と
运
べ
る
。
故 

に「H

業
地
區
に
は
商
業
世
帶
も
相
當
混
入
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
商
業
地
區
に
は
、
必
ず
し
も
工
業
世
帶
が
混
入
し
て
ゐ
な
い」

と
云
ふ 

事
情
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
加
之
、
洋
服
裁
縫
業
の
：如
き
錢
被
服
工
業
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
性
質
上
、
商
業
地
區
的

CD
.存
在
で
ぁ 

る
か
ら
、
.商
業
街
に
工
業
低
帶
が
混
入
し
て
來
て
も
工
場
や
純
粹
工
業
世
帶
が
入
っ
て
來
た
も
の
と
は
云
へ
な
い
。
更
に「
純
然
た
る 

非
商H

業
地
區
に
は
商
、
工
業
共
に
介
在
を
許
さ
れ
な
い
、
唯
、
比
較
的
に
商
業
世
帶
の
若
干
の
混
入
が
許
さ
れ
て
ゐ
る」

。な
ほ
、
是 

等
の
點
に
つ
い
.て
は
後
節
の
各
職
業
の
地
區
的
分
布
の
項
に
っ
い
て
參
照
せ
ら
れ
た
い
。

(

5 

蓉

類 

n

拔
、
次
に
職
業
權
成
の
細
目
に
移
ら
ぅ
、
效
で
は
工
業

*
商
業
、
自
曲
業
等
に
つ
い
.て
細
分
類
を
試
み
る
。
ー
兀
來
、
農
業
的
職
業
は

全
體
に
就
い
て
十
五
世
帶
を
算
し
た
が
、
之
れ 

は
植
木
職
養
鷄
露
を
主
と
し(

そ
れ
も
後
者
で 

は
僅
か
に
副
業
的
の
も
の)

そ
の
外
に
は
、
本
調 

杳
地
域
に
營
業
を
有
せ
ざ
.る
.様
に
思
は
る
、
鑛 

山
業
等
が
加
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
兎
に
角
、
そ
の
，
 

.數
の
著
し
く
な
い
故
に
先
づ
細
目
に
っ
い
て
分 

類
、す
る
の
勞
を
採
ら
ぬ
事
と
す
る
。
從
つ
てH

 

職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

九1
(

七
四
七〕

業 土 石 加 工  7

爾 エ 槳  9 5

械 雅 具 製 迆 及 裝 置 1 8 3  

船 運 搬 用 具 製 造 1 4  

巧 ：！: 榮  1 5

學 Z C 槳  1 5

織 : ! : 業  4 7

241
裝 品 製 造

92

7

37

工 業 印 刷 槳  

革 羽 毛 品 製 造  

竹 草 蔓 類 製 品  

食 料 品 製 造  

木 建 築 槳

他 工 業

m

金 !  

機 I  

造 !  

精 J

紡 I  

被 f 

紙 : 

皮 ]

木 ノ

飲 :

土 :

工 場 C 產 業 別 不 明 ） び  

計  1 1 3 8

7
 

8
 

9

10

11

12

13

14



職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

一
 

c
b四
八)

業
部
門
か
ら
は
じ
め
る
。
.
.
.
.
.

エ
業
は
前
頁
0-
.十
五
項
に
細
分
さ
れ
、
各
項
目
の
數
字
妨
前
表
の
通
り
で
あ
る
。

.

第一

一
位
は
被
服
身
裝
品
製
造
で
、
ニ
一

 
ズ
次
で
土
木
建
築
業

.一
八
•五
^

更
に
機
械
器
具製
造
及
裝
置
業
の
一
六̂

、木
竹
轰
_

製 

品
の
一
一1

%
が
そ
の
順
份
で
あ
る
。
之
れ
に
次
い
で
は
八̂

强
の
金
屬
工
業
及
び
紙
工
業
印
刷
業
で
以
下
は
殆
ど
と
る
に
足
り
ぬo

產 

業
別
不
明
のH
場
と
あ
る
は
"
撒
帶
主
.の
職
業
名
に
溴
然
工
場
主
と
あ
つ
て
、
何
等
詳
細
に
つ
い
セ
の
窺
知
を
許
さ
ぬ
も
の
で
あ
る
0 

以
上
の
內
、
第一
位
の
被
服
身
裝
品
製
造
に
は
、
洋
服
商
及
び
裁
縫
職
が
入
る
爲
め
に
其
の
數
、
頗
る
著
し
い
の
で
あ
り
、
第
二
位

. 

-の
■土
木
建
築
業
で
は
大H

職
左
官
職
等
の
職
業
が

計

33
22
22
24
11
26
31

5 0

4 0 0 

6 1 0

8 1 0

仕立職

5

此ノ內

C

4 2

6 1

8 1 7  

13 1 1 0

機械器具、運搬用具 

業及化學エ榮 

丨迆紡織:T：業 （

木工木型職m

，印刷槳 

蔓製品oil

ルモノ

g49區 

13 " 

17 "

6

16

10

32

A 金屬、

B 精巧ェ丨 

C被服製

モ含ム.

D紙製品I 

E木竹：̂

モ含ム：

F 土木建築ニ關 

G 飲食料品製造 

H 某 他

加
つ
て
ゐ
る
。
第
三
位
の
機
械
器
具
製
造
及
び
裝 

置
に
つ
い
て
は
じ
め
て
本
格
的
な
工
業
的
な
も
の 

を
發
見
す
る
の
で
ぁ
る
o
是
等
に
つ
い
て
詳
細
な 

分
布
を
'求
め
れ
ば
恐
ら
く
這
舣
の
事
情
が
㈣
吧

I 

よ

う

。
例
へ
ば
前
掲
の
各
地
區
各
種
職
業
分
布
圖
に
示 

さ
れ
たH

業
地
區
的
な
る
も
の
を
求
め
て
、
其
の 

工
業
種
目
を
檢
討
す
る
と
、
ェ
業
區
と
し
て
比
較

物品阪寶業

虫活日}|J必需品販賣790(5濟 J 
文化W 品販 賢 ハ JlfC W !  
原材料特殊器II販 賣 1坪〔姊 ）|

I其ノ他物品販寶

其ノ他商業的職菜
• • *

仲立周旋業 

金融-保險業

接 客 槳

•ヽァ

業

館

;.
髮 

旅
店
場
場
理 

宿
食
戯
.
容 

下
飲
遊
浴
美

針

33
195(12.9%)

29
13
67(3-7炎）

1121(74%)

9

32

24

329(21% )

1515
(註） 括弧內ノ數字ハ總數1515ュ對スル比率ヲ示ス

的
勢
力
の
大
な
地
區(

第
四
十
九
、
第
十
三
、
第
十
七
、
第
六
、
第
十
六
、
第
十
、
第
三
十
二
區
等)

はH
業
種
目
別
で
は
前
表
の
如
く

に
な
つ
.て
.ゐ
る
。

ゾ

第
四
十

.九
區
の
如
き
は
金
屬
•機
械
器
ル
製
造
等
の
本
格
的
工
業
種
目
が
斷
然
多
い
、之
れ
に
類
す
る
も
の
第
士
ハ
、
第
十
三
區
が
あ

1

パ

.

I

フ 

り
、
他
の
地
區
は
必
ず
し
も
此
の
種
目
に
於
い
て
優
秀
で
は
な
い
。
此
の
事 

^ •
^C7

4

.

(2
1

ス

，
實
は
、
旣
に
述
べ
た
様
に
各
地
區
の
經
濟
的
產
業
的
活
動
の
全
貌
を
明
か
に 

P : 

3

15
1

1

し
て
ゐ
な
い
。
蓋
し
純
然
た
る
X
場
は
省
か
れv

又
、
世
帶
別
で
あ
る
丈
け

_
幻
め

. 

杈

め

对

に

規

模

の

點

が

不

問

に

附

し

て

あ

る

。
之
れ
は
別
個
の
方
法
に
ょ
っ
て
補
修 

2 

T 

3

0

X2
W 

ス 

•

0C
?C
Ĉ
3C
: 

, 

3 

5 

9 

3
 ̂

. 

0

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

9(
1

2

,
 

' 

3
 

9

2

1

6
 二

?

 

, 

.

15
1

5
商
業
的
職
業
に

0
い
て
.は
中
分
類
小
分
類
の
.盤
理
方
法
を
採
つ
た
。
中
分

0

.
 

.

0

0
 

,

1 

« 

類
と
し
て
は
、(

一
〕

坐
活
日
用
必
需
品
販
賣(

一一)

文
化
用
品
販
寶(

三)

.需
嚣

販

.

.

.

パ

ぐ

泌
|
«
| 

け鐵於原材料

•特
殊
器
具
販
賣

C
5其
他
物
品
販
I
A
5其
他
商
業
的
職
業
0
:
0

|

棚
i
/f
l
l槳

紐

場

g

 

^

仲
立
周
旋
業(

七)

金
融

•保
險
業(

八)

接
客
業
を
分
類
し
た
、(

一
)

ょ
り 

4V
“文
原
其
職
：

下
飲
遊
.浴

美

弧

I
.

碟

I

T

^
tt
括

(

四)

迄
は
一
括
し
て
物
品
販
賫
業
と
せ
ら
る
、
。
楚
等
中
分
類
の
數
字
を
揭

:I
:

 

|

離

-^
•各激
ぐ
れ
ば
上
の
通
り
に
な
る
。

:
物

其

仲
；！

接'.合

 

中
分
類
と
し
て
首
位
は
物
品
販
賣
業
で
あ
り
、
更
に
細
分
し
て
も
七
九
〇

■職
業
權
成
.に
現
は
れ
た
地
域
性

会

C

七
四
九)



孅
業
猶
成
.に.現
夂
た
.地
域
禅 

九
西
.

(

七
五
〇)

Q

坐
活
日
用
必
需
品
:®

寶
が
第

j

位
に
あ
る
。：
之
れ
に
つ
い
.て
：
は

飲

食

店

の

4

九

五

：で

更

に

原

材

料

特

殊

器

具

販

賣

の

 

一
ニ
-*
-
-ハ
、

文

，ヒ 

用
品
販
寶0

一
 

1
1

 

一
、
#

®

の
物
品
販
賫
の
九
三
、
，美
容
理
髮
業
の
五
七
が
之
れ
に
次
ぐo

主
な
比
率
は
前
表
に
括
弧
内
の
數
字
を
以 

つ
て
示
し
て
♦

い
た
？
：：
一
 

:

次
に
小
分
類
に
入
れ
ば
先
づ
第
■—
の
坐
.活
日
用
必
需
品
販
寶
は
左
の
；通
り
に
な
るo

:

|生
活
日
用
必
.需
品
販
寶
一一

. 

-

-

-
文
化
的
闬
品
販
賣
^-

食
料
.品
販
寶 

被
服
身
裝
品
眼
寶 

調
度
器
具
販
寶 

小
間
衡
雜
貨
販k

 

藥
種
販
賣 

燃
料
品
販
賣

r

.

七 一 四
九 四 五 六 八 一 三  
o 三 五 ニ 〇 三 七

ラ
ヂ
オ
蓄
音
器
樂
器
販
賣 

新
聞
、
«
籍
い
文
房
具

-:
:

貴
金
屬
服
鏡
時
計

娛
樂
用
品
販
賣

ソ
ノ
他
文
化
的
用
品
販
寶

— * —»• — *

五 二 七 七 〇

tn a u

mam

原
材
料
特
殊
器
具
販
寶
の
分
類
に
は
、(

一)

建
築
用
品
及
材
料
商
|
四
四
、(

ニ)

金
屬

*
運
搬
用
具
及
機
械
販
賣
丨
七
五
、(

三)

ソ 

ノ
他
原
材
料
品
販
賣
I
七
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
接
客
業
は
細
分
類
を
要
す
べ
き
項
目
で
あ
る
が
前
表
に
掲
げ
た
通
り
で
飲
食
店
が
斷

然 

多
く
な
つ
て
ゐ
る
？
.楚等
に
つ
い
て
は
、
各
地
區
別
の
分
布
狀
態
が
ー
層
興
味
を
惹
起
す
で
あ
ら
う
か
ら
、
大
略
乍
ら•

之

^
y

f

B C ィ p ハ

m 29 9 0 25 1 O 1

// 18 7 0 11 6 2 ：2

n 28 6 0 21 5 4 2

If 17 10 j| 10 2 6 2

tt 22 4 1 16 4 3 1

It 20 4 0 16 2 2 0

A 物品販1m
B 接客槳

C 其の他商槳

ィ 日用必需品販竄

ロ 文化用品腋寶

ハ 飲食店
ニ 理髮美4容店

事
に
す
る
ひ
唯
煩
雜
に
な
る
を
避
け
る
爲
め
忆
、
主
な
る
商
業
種
目
に
つ
い
て
、
主
な
洛
地
區
の
情
況
を
說
明
す
る
に

.|
|
:
.
め
る
。

先
づ
物
品
販
賫
業
に
つ
い
て
見
れ
ば
流
石
に
分
布
も
廣
く
*
總
數
を
地
區
平
均
に
す
れ
ば
一
地
區
當
り
一
八
戶
弱
と
な
る
。
此
の
平

均
數
以
上
の
地
區
は
三
十
四
區
、
故
に
平
均
數
を
基
準
と
す
る
分
布
は
均
衡
を
得
.て
.ゐ
る
が
、
最
高
は
第
二
十
、
第
五
十
五
、
第
六
十

»

11

一
區
の
三
〇
戶
を
首
位
に
.一
一
九
戸
の
第
一一

十
四
、
第
五
十
六
區
が
次
ぐ
。
最
低
は
第
五
十
七
•
第
四
十一

ー
區
の
各
三
戶
で
第
十
三
區
の 

四
戶
が
之
れ
に
つ
ぐ
。
即
ち

第24

35

二
十
戶
以
上
十
三
區 

一一

十
五
戶
以
上
十

一區 

三
十
戶 

三
區

職
業
椴
成
に
現
は
れ
た
地
域
饨

五

戶

以

下

三

區
 

五

戶

以

上

七

區
 

十
，
戶
以
上
十
五
區 

十
五
戶
以
上
十
一
區 

物
品
販
寶
業
と
商
業
地
區
と
の
關
係
は
上
表
に
ょ
っ
て
示 

さ
れ
る
。

之
れ
に
ょ
っ
て
見
る
と
商
業
的
色
彩
の
大
な
る
地
區
必 

ず
し
も
物
品
販
賣
業
が
多
い
と

^
ふ
ヮ
ヶ
で
な
い
。
第
二 

十
四
區
は
物
品
販
寶
業
に
て
も
第
一
位
に
近
く (

最
高
三 

〇)

第
五
區
之
れ
に
次
い
で
ゐ
る
。
第
五
十
五
、
六
十
三
區

九

五

(

七
五一

〕



職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

九

六

C

七
五
二)

の
如
き
は
、
物
品
販
賣
業
は
多
い
が
、
他
の
商
業
、
殊
に
罾
#
_が
之
れ
に
從
は
な
い
、
從
つ
て
前
表
の
.三
角
比
率
表
.で
見
る
と
地
區 

的
性
質
は
必
ず
し
も
商
業
地
的
だ
^
は
衮
へ
な
い
。

,

、

接
客
業
に
つ

.い
て
見
れ
ば
最
高
數
は
第
六
區
の
十
六
、
第
三
十
二
區
の
十
四
、
第
三
十
一
區
の
十
二
、
第
五
十
二
區
の
十1

の
順
位 

で
ぁ
る
。
最
胺
は
第
五
十
七
、
第
一
一
十
一

1 、

第
十
六
區
の
〇
、
僅
か
に一

戶
の
も
の
五
區
を
算
ベ
、
商
賣
の
性
質
上
、
當
然
の
事
と
思 

は
れ
る
。

一
地
區
平
均
數
は
五
戶
强
で
あ
る
が
、
此
の
平
均
數
以
上
の
’地
區
は
、
.三
士
ー
區
、
以
下
そ
の
分
布
を
示
す
と
、
次
表
の
上

(

接

客

業

)

〇 

三
區 

三

戶

以

下

•
十
四
區 

五

戶

以

下

二

十

K

區
(

飲

食

店)

八
戶
以
下 

十
戶
以
下 

十
三
戶
以
下 

十
六
戶
迄

十
五
區 

六
區

.ニ
區 

ニ
區

の
..通

り

で

あ

る
.。

此
の
內
飲
食
店
.牡
殊
に
集
中
的
傾
向
を
示
す
も
の
\
如
く
で
あ 

る
。
飲
食
店
は
.

i

區
當
り
平
均
三
戶
で
あ
る
が
三
十一

區
が
此
の 

平
均
以
上
に
在
り
、：最
高
は
十
二
戶(

第
六
區)

一

〇
戶(

策
三
十 

ニ
區)

九
戶(

第
艽
十
六
區)

が
之
れ
に
次
ぎ
、
全
然
皆
無
の
地
區 

は
九
區
に
及
ぶ
。
最
高
位
の
第
六
區
は
慶
應
義
熟
前
、
三
田
通
東 

j

側

.の
地
域
で
あ
り
、
第
三
十
ニ
區
は
11
に
そ
の
來
南
に
當
る
。
共 

.
に
學
校
街
的
特
色
を
示
し
て
ゐ
る
°
:

物
品
販
寶
業
に
於
い
て
の
細
自
は
取
立
て

V
論
ず
べ
き
も
な
い
が
、
三
田
通
り
を
中
心
に
し
て
調
べ
る
と
、
第
二
十
四
、
第

四

(

一 

部)

第
二
十
六
、
第
二
、
第
九
.、
.第
八
、
第
.六
、
第
三a

部〕

第
七
、
第
五
、
第
二
十
九(

一
部)

區
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
是
等
の
諸

〇

.

三
戶
以
下 

五
戶
以
下 

八
戶
以
下 

十
戶
以
下 

十
二
戸
迄

九
區 

H

十
一
區 

士
一 
區 

九
龜
' 

■

一
 

區

地
區
の
數
字
を
.求
め
る
.と
.
此

o
十

1區
に
ニ

1r

九
戶
を
算
し
、
全
體
の
二
割
に
當
る
。
是
等
の
：地
區
.は
い
づ
れ
も
狹
少
な
面
積
丈
け 

に
密
集
の
狀
態
が
分
る
。
之
れ
に
接
容
業
の
數
字
を
加
ふ
れ
ば(

此
の
分
七
ニ
戸
、
全
體
の
ニ
割
强)

三
〇
一
戸
と
な
り
、
商
業
世
帶
總 

數
の
ニ
'割
に
當
る
0
な
ほ
是
等
の
.點
に
つ
い
て
は
詳
細
に
述
ぶ
る
暇
が
な
い
故
、
割
愛
す
るO 

. 

. 

. 

•

.
 

. 

■
 

■

次
に
自
由
業
に
つ
い
て
簡
略
に
說
明
し
ょ
ぅ
。
此
の
總
數
は
三一

四
で
ぁ
る
が
次
の
樣
に
細
分
さ
れ
る
。

.I
法
務
從
事
者
，
 

，
 

一
五
.

:

敎
育
從
事
者 

.三

. 

.

'

宗

敎

家
 

五
0 

醫
療
從
事
者 

一

.

. 一
0
三■

'
著
述

•藝
術
•遊
藝
家 

：
ニ

九

• 

.

其

他

自

由

業

. 

ニ
.四
：

數
字
と
し
て
は
療
醫
及
、
著
述

•遯
藝
家
の
そ
れ
を
除
い
て
は
大
し
た
も
の
は
無
い
。
先
づ
自
由
業
全
般
に
つ
い
て
分
布
を
見
る
と 

最
高
は
第
六
十
區
の
一
五
、
夂
い
で
第
三
十
九
丨
四
十
、
四
十
ー
區
の
一
一
、第
三
十
二
、
五
十
四
區
の
一
〇
が
之
れ
に
つ
ぎ
、
第
九
、
 

十
、
三
十
の
三
區
は
全
然
此
の
職
業
を
缺
き
*
第
十
三
區
は
一
と
な
つ
て
ゐ
る
。
以
下
表
に
し
て
示
せ
ば

0 

' ..
三

區
 

三
戶
以
下 

二一

區

職
業
構
成
に
現
は
れ
た
地
域
性 

九
七 

'丨(

七
五
三〕



職
業
櫛
成
に
'現
は4

.

た
地
域
性
. 

九

八

(

七
五
.
.四〕

五
：戶

以

下

に
 

一

七
區 

n
u

戶
以
卞 

五
區 

八
戶
以
T

,'
.

ぺ

ニ

ー

區

'

:

 

一
五
戸
迄
'
: 

j

區 

1

0*

戶
以
下
：
：
 

四
區 

之
れ
を
更
に
分
割
し
て
檢
査
す
る
と
、
醫
療
從
事
者
は
、.
.全
體
の
三
分
の
一
で
、
最
高
は
第
三
十
二
區
、
第
五
：十
五
區
の
五
、
此
の 

聯
業
を
缺
く
地
區
は
十
三
區
の
多
き
に
達
し
て
ゐ
る
。
同
様
に
著
述
•
藝
術
•
遊
藝
家
の
數
も
自
由
業
中
の
1

3

に
當
る
。
此
の
分
布
も 

大
體
前
者
に
近
似
し
て
ゐ
て
、
最
高
は
六
で
第
六
十
區
、
次
は
五
の
第
二
十
三
、
三
十
ニ
、

.7
T
.
十
三
區
等
で
あ
り
、
全
然
無
い
も
の
は 

十

一

區
に
及
ん
で
ゐ
る
0

吏
に
興
味
の
あ
る
の
は
宗
敎
家
で
總
數
艽
〇
で
は
あ
る
が
大
半
は
第
三
十
七
、
三
十
九
、
'
四
十
、
四
十
一
、 

四
士
一
の
ー
1
ー
田
臺
町
、
寺
町
を
中
心
と
し
た
一
割
に
集
中
さ
れ(

此
の
五
區
に一

一
十
五
即
ち
五
〇
涔)

こ
れ
に
接
屬
す
る
地
區
第
K

十一

一、 

五
十
三
區
に
合
計
七
、
小
山
町
に
と
ん
で
第
六
十
區
に
五
を
擧
げ
る
事
が
出
来
る
。
宗
敎
家
中
に
は
色
々
の
も
の
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
が 

上
記
の
諸
區
が
い
づ
れ
も
毋
町
で
あ
る
事
は
云
♦ふ
迄
も
な
い
。

扨
、
本
稿
は
、
更
に
勤
人
傲
帶
の
職
業
別
を
分
祈
し
進
ん
で
は
商
業
ェ
業
各
ミ
の
經
營
の
規
模
殊
に
使
用
人
愦
況
に
入
る
篑
で
あ
，つ 

た
が
意
外
に
收
數
を
要
し
た
の
.
で
是
等
の
點
は
後
日
に
讓
る
。
又
、
詳
し
い
說
明
解
說
は
同
じ
く
省
略
し
た
い
。
唯
、
職
業
的
に
、
商•

 

ェ
•

其
他(

殊
に
營
業
者
勤
人)

等
に
分
け
て
來
る
と
、
各
土
地
の
饨
質
が
各
ミ
特
色
を
出
し
て
來
る
、
從
つ
て
、
商
工
業
的
な
或
ひ
は
商 

業
的
な
特
色
を
著
し
く
す
る
も
の
は
、
他
の
特
色
に
於
い
て
は
、
劣
勢
と
な
る
、
或
ひ
は
そ
の
反
對
の
現
象
等
々
が
今
迄
の
記
述
に
よ

つ
て
、
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
點
は
、
後
段
に
續
け
て
說
明
を
し
て
行
く
必
要
上
、

ー
應
念
頭
に
お
い
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。 

即
ち
、
勤
人
の
多
い
土
地
は
商
工
業
的
特
色
を
現
は
し
て
來
な
い
、
從
つ
て
住
宅
地
的
な
特
色
を
示
し
て
來
る(
第
五
十
七
區
の
如
S

 

反
對
に
、
商
工
業
地
的
な
地
區
に
は
、
勤
人
の
世
帶
が
少
な
く
て
、
營
業
胬
の
1|
1
;
帶
が
多
い(

蒗
ニ
、
第
二
十
四
區
の
如
き)

か
、
る
吸 

引
的
或
ひ
は
反
撥
的
な
辟
色
は
*

全
體
に
互
つ
て
後
日
結
論
す
る
場
合
再
び
言
及
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
、
本
稿
に
於
い
て
は
其
の 

材
料
と
し
て
調
木
tt

地
區
の
、
主
と
し
て
營
業
を
蓮
と
し
た
職
業
構
成
を
分
析
し
て
報
吿
す
る
次
第
で
あ
る
。

職
業
！！
成
に
现
は
れ
た
地
域
性

九
九

C

七
五
五〕


